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……ネス、いいか。ヤツはこの酒場のどこかにその像を隠しているはずだ。……も、もう
しんどくてしゃべれねえ。そんじゃ、おでかけは、ひと声かけてカギかけて……」
トンチキさんはそれだけ言い残すと、ヨロヨロと去って行った。円
に360へ
184
ほくらな、フォーサイドでひときわ高い『モノトリービル』の前までやってきた。
ビルの脇では、買い物帰りの奥さんたちが何やら井戸端会議に花を咲かせていた。
「モノトリーさんて怪しいわよ。あんな風采のあがらなかった人が急に街の実力者ですもの」
「そうそ。こんなずルなんか立てちゃって、てっぺんの48階でふんぞり返ってるらしいじ
べない。今じゃ警察とかも自由に操っているって噂よ
街の実力者であるモノトリー氏に会えば、何かわかるかもしれない。とにかくぽくらは、
そのビルに入ってみることにした。天井の高いエントランスを抜けて、エレベーターに乗る。
しかし、エレベーターは47階で止まってしまった。
エレベーターを降りて、目の前にある扉を開けると、そこで待っていたのは!
「よお、ネス。あいかわらず貧乏臭いな、おまえ
「こらこらポーキー、あんまり本当のことを言うもんじゃないよ、はつはつは!」

